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各
戸
配
布
・
綴
っ
て
ズ
存
し
ま
し
よ
う
、

み
ん
な
う
け
ま
し
よ
う

乳
児
検
診
の
お
知
ら
せ
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‐
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八
日
ラ
ン
ド
⑤
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、
．
ア
ン
バ
ー
‥
‥
回
目

　

く
ま
ゾ
ド

三
い
く
‥
‥
九
‥
‥
几
‥
‥
‥
下

　

心
に
小
字
咬

九
【
八
二
日
屹
側
小
中
学
校

パ
．
H
小
山
．
‐
巾
学
位

四
‐
瓦
‐
ト
ぶ
…
に
出
虹
所

八
‐
九
町
三
に
に
如
（
鍬
掛

　

新
川
シ
る
‥
り
）

九
日
人
町
レ
に
ぺ
川
（
．
‥
．

　

中
巾
か
べ
い
り
）

市
役
所
を
ど
こ
に

臨
時
市
議
会
開
く

　

八
ロ
ミ
‐
‐
心
≒
海
［
叛
則

問
池
と
I
ツ
ド
ブ
ロ
迫
≒
心

I
介
算
案
を
ま
ぐ
Å
す
’
ツ
に
め

臨
叫
う
倚
ン
か
ひ
ら
か
れ
ま

す
。

　

新
し
ト
巾
三
～
よ
梁
し
て

何
処
に
川
I
’
I
一
と
て
し
よ

国
民
年
金
制
度
の
あ
ら
ま
し

今
年
か
ら
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

ノ
｛
口
才
ミ
の
玉
ぶ
。
’
し
ｙ
い
療
保
障
が
。
そ
し
て
今
度
の
国
民
年
金
法
で
所
僣

ゾ
ゾ
ベ
う
・
－
し
フ
ヤ
y
y
隔
の
大
き
な
二
本
の
畦
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

く
に
工
～
月
一
日
よ
り
込
綸
が
治
め
ら
れ
る
川
民
年
令
一
法
に
つ
い
て
ご
説
明

　

。
ド
。
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（
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刷
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I
。
瓦
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い
’
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と
が
あ
り
ま
す
。
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‘

　

坏
に
‥
‥
‥
‥
山
I
j
し
ぼ
f
ニ
ー

六
年
か
ら
似
険
料
の
徴
収
が

哨
め
ら
れ
ま
す
。
福
祉
乍
金

は
八
’
年
の
十
一
月
か
ら
支
給

が
治
め
ら
れ
る
。
そ
の
あ
ら

ま
し
は
、
つ
ｙ
の
と
お
り
で

す
。

　

（
一
）
福
祉
年
金
の
種
類

　

い
｀
祉
年
今
に
は
老
齢
、
障
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．
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．
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山
り

ま
す
。

　

①
老
齢
福
祉
年
金

　

八
I
小
の
十
一
月
一
日
現
在

″
。
’
i
胴
・
、
心
μ
ブ
・
に
の
べ
こ
ｙ

｀
I
ノ
よ
I
I
″
―
―
―
！
I

沁
0
か
ン
い
汁
々
く
て
も
、
七

t
庖
に
な
る
と
ま
リ
ズ
V
ド
円

八
丁
汚
祐
さ
れ
ま
す
。
し
た
が

づ
し
い
。
牟
の
ト
ー
月
一
日
I
）

し
‥
？
‘
。
。
。
・
ま
、
＆
。
‘
4
ま
。
、
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。
・
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…
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〕
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一
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゛
―
心
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（
□
ど
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一
‐
一
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に
‘
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1
・
‘
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日
I
ご
ま
ま
ン
ー
・
ま
I
t
こ

I
一
I
ノ
ー
―
ふ
。
≒
｀
i
し
・
j
J
゛

鳶
‥
）
以
上
の
者
は
、
十
一
月

か
ら
支
給
に
な
り
、
四
八
歳

以
上
六
九
歳
十
満
の
嗇
は
、

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
、

七
十
巌
に
な
れ
ば
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

②
障
害
福
祉
年
金

　

十
一
月
一
日
に
二
十
歳
以

上
の
軒
で
あ
っ
て
、
口
‥
常
生

活
の
川
を
た
す
こ
と
の
で
き

な
い
程
度
の
重
い
身
体
障
害

片
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
障

出
者
で
、
保
険
料
を
納
め
る

能
力
が
十
分
で
な
い
た
め
に

拠
出
糾
年
金
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
者
に
一
万
八
千

円
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

③
母
子
福
祉
年
金

　

十
一
月
一
日
に
、
す
で
に

夫
と
死
別
し
て
い
て
、
義
務

教
育
終
了
前
の
子
を
養
育
し

て
い
る
者
。
μ
険
料
を
納
め

る
能
力
が
十
分
で
な
い
た
め

に
、
義
吻
教
育
終
了
前
の
子

を
養
育
し
て
ト
な
が
ら
拠
出

制
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
者
に
、
い
ず
れ
も
二

五
歳
以
上
の
f
が
い
な
い
場

合
に
の
み
、
一
万
二
千
円
か

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
義
侈
教
育
終
了
前

の
于
が
二
人
以
上
あ
る
と
き

は
、
∵
ヤ
ー
べ
い
≒
‥
△
ご
’
、

の
子
、
。
九
に
っ
い
て
、
ご

ご
四
八
‥
バ
い
が
ヤ
U
さ
れ
ま
す

　

（
二
）
受
給
者
の
資
格

　

y
】
れ
ら
の
に
に
ま
じ
ご
ご
に
。

全
部
出
費
で
七
蛤
さ
れ
る
の

で
、
巴
給
扶
賄
粧
、
遣
い
作
一
年

全
な
ど
の
・
勁
的
年
I
か
受
け

て
い
る
ど
や
、
そ
の
配
9
れ

に
は
支
給
さ
れ
な
い
か
、
ま

た
は
一
部
が
・
差
引
か
れ
ま
す

　

ま
た
、
年
頑
十
三
ま
り
円
以

上
の
所
得
の
あ
る
む
、
所
件

税
を
納
め
て
い
ろ
と
の
配
9

者
お
よ
び
、
世
帯
の
生
計
中

心
者
の
所
得
が
五
十
万
円
以

1
の
も
の
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

（
゛
三
）
受
給
の
手
続

　

八
月
巾
に
請
水
川
紙
を
配

り
ま
す
か
ら
、
戸
籍
抄
本
や

住
民
票
の
謄
本
な
ど
必
要
な

書
類
を
添
え
て
巾
役
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
こ
の
事
侈
の
一
ぶ
は

市
に
委
託
さ
れ
て
お
り
民
生

課
で
行
い
ま
す
。
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こ
と
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な
っ
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。
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こ
y
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特
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に
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り
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I
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ｙ
．
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．
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も
し
。
ぎ
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ふ
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よ
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’
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ド
子
い
。
へ
配
給
係
）

雨
の
い
た
ず
ら
？

市
内
の
被
害
は
約
百
万
円

　

庖
巾
明
け
の
七
月
十
日
～

十
二
‐
の
朝
方
に
か
け
て
、

今
年
最
扁
の
人
巾
と
な
り
、

ヤ
・
内
各
七
に
被
I
が
あ
り
ま

し
た
。

　

一
時
は
ど
う
な
る
か
と
む

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
中
近

く
に
な
っ
て
≒
れ
上
っ
だ
の

で
水
虫
‥
は
最
ま
ヅ
限
に
止
ま
っ

た
こ
と
は
幸
で
あ
り
ま
し
た

　

お
も
な
水
出
の
箇
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
・
…
巾
道
嵐
線
、
山
崩
れ
四

　

ヵ
所
で
三
十
メ
ー
ト
ル
、

　

被
害
約
三
十
万
円

r
y
・
・
休
泊
の
切
断
六
I

　

四
一
二
メ
ー
・
ト
心
で
枝
ｙ
‥

　

約
五
十
万
円
（
五
箇
、
亥

　

向
（
イ
コ
）
谷
線
一
ヵ
所

　

谷
山
線
四
力
所
、
脱
線
一

　

ヵ
所
）

○
・
・
＝
水
稲
田
ら
冠
水
、
埋
没

十
叫
へ
＾
5
＾
．
―
・
＞
ニ
ヒ

滅
べ
か
I
∵
ソ
ヘ
～
∴
で

ラ
ム
（
四
十
・
ブ
ノ
い
）
几
ド

　

（
牛
ヶ
ワ
）
四
ご
・
I

　

ル
、
下
庄
（
今
、
・
ヅ
人
川

　

新
‐
家
）
四
ヘ
ッ
々
I
’
｝

　

ま
ヤ
山
（
ド
．
よ
‥
）
一
ヘ
フ
々
・

　

I
ル
．
ま
に
円
つ
巾
り
）
叩

　

々
、
バ
水
が
同
I
々
I

　

ル
、
ト
、
野
（
清
砲
）
一
ヘ

　

ク
メ
ー
ル
（
じ
頁
、
ト
ま
叫
‐
、

目
冠
水
ト
谷
山
叫
尚
尚
）

夏休みと子供たち

　

ぐ
休
人
の
ら
ま
丿
、
の
し
I
に

っ
ま
‥
い
て
は
、
．
‥
．
一
‥
’
に
ぺ
か
ら
、
く

・
わ
し
い
指
刄
か
ふ
り
ま
す
の

て
、
特
に
｝
ま
し
い
～
店
強

回
診
ゾ
ド
仏
の
人
か
ご
宍
‥
て
人

ま
す
。

一
、
「
子
供
た
ち
の
自

　

主
的
な
態
度
を
育
て

　

る
こ
と
」

八
～
‥
、
自
淋
か
げ
、
休
み
を

ど
う
冶
す
べ
き
か
自
分

で
計
画
を
た
て
。
そ
れ

に
怯
い
て
自
分
で
I
、
行

す
る
よ
う
に
し
む
け
る

ニ
、
「
規
則
正
し
い
生

　

活
設
計
を
立
て
る
こ
と
」

適
雌
な
学
習
、
作
業
、
休
養

等
が
一
日
の
生
盾
の
中
に
含

ま
れ
て
そ
れ
が
一
定
の
規
律

的
な
も
の
に
統
一
さ
れ
て
い

た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
「
災
害
防
止
に
万
全
を

　

き
す
る
こ
と
」

火
行
、
野
外
活
動
等
の
咬
会

が
多
い
の
で
あ
る
が
、
自
分

の
勺
を
考
え
ず
不
川
・
燕
に
無

計
画
に
行
ま
わ
せ
な
い
こ
と
。

四
、
「
不
良
行
為
に
充

　

分
留
意
さ
れ
た
い
こ

　

と
」

危
険
な
遊
び
、
不
良
的

行
為
に
も
注
意
し
て
指

導
の
万
全
を
期
せ
ら
れ

た
い
。

〇
・
・
・
・
要
す
る
に
夏
休
み

中
は
干
供
た
ち
の
伸
び

伸
び
と
し
た
健
康
な
心

身
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
目

的
で
す
か
ら
、
充
分
な
る
英

気
と
活
動
力
を
蓄
積
し
て
、

第
二
9
期
の
活
勁
に
備
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
川
い
い
ま
す
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広
縁
斎
課
め
々
j

税
務
課
の
巻
①

　
　

今
日
は
私
た
ち
が
女
r

　

に
口
笛
を
代
表
し
て
い
ろ
ト

　

ろ
と
内
の
お
台
所
と
云
わ

　

れ
る
税
河
課
の
お
胎
事
に

　

つ
い
て
お
き
き
し
た
い
と

　

ご
つ
・
て
ぢ
り
ま
し
た
．

（
問
）
私
た
ち
は
悦
我
と
云
う

　

と
ヤ
民
心
と
両
足
汽
圧
悦

　

し
か
知
ら
な
い
の
で
す
が

　

そ
の
外
に
ど
ん
な
沁
余
ｙ

　

乱
る
n
て
し
よ
・
‘
ノ
、
又
斗
『

　

ら
胆
ド
よ
ど
八
万
∵
す
か

　

（
答
）
・
じ
毎
イ
ら
い
て
一
を
大

剔
す
る
と
づ
I
ぷ
丿
こ
亘
¨
ソ
≒

の
二
I
∵
べ
？
で
□
〈
誦
～
を

三
十
三
I
し
．
．
、
’
し
い
I
、
］
ロ
ー
一
一
’
、
．
ヽ
口
f
J
れ

に
’
『
へ
の
■
＜
＜
’
．
－
ニ
ヽ
’
べ
o
’
折
す
．

一
、
普
通
税

　

1

～
氏
鮑

　
　
　

一
d
J
、
九
玉
I
T
バ

　

2
リ
ゾ
ー
言
『

　
　
　

七
六
、
一
九
・
．

一
一
・
’
、
’
一
―
ま

　

ろ
略
ド
ス
ヤ
ル
眺

　
　
　
　
　

一
、
七
万
石
二
パ

　

4
だ
ゴ
こ
．
□
費
『

　
　
　

一
四
、
上
ニ
ヤ
ベ

　

5
電
シ
イ
じ
一
税

　
　
　

一
二
．
二
五
五
千
に
‥

　

6
米
材
引
収
悦

　
　
　
　
　
　
　

五
二
七
千
円

ニ
、
目
的
税

　

1
人
潟
嶮
二
二
千
円

　

2
都
内
1
円
脱

　
　
　
　
　

三
、
五
九
二
‐
目

　
　

ろ
国
民
健
削
傑
険
税
（
保

　
　
　

健
次
所
管
）

　
　

計
一
五
三
、
〇
二
三
千
円

　

と
な
り
ま
す
。

　
　

（
問
）
こ
れ
ら
の
う
ち
、

　
　

仏
た
ち
に
。
番
閉
9
の
深

　
　

い
雨
民
税
は
ど
の
よ
う
に

　
　

し
て
計
算
さ
れ
る
の
で
す

　

（
答
）
的
ぶ

回
昌
白
加
ら
法
吸
控
ぐ
竹

I
回
や
冷
汗
、
‥
丿
労
づ
士
な

ど
を
玉
引
き
こ
ぷ
一
か
。
か
け
て

弓
た
も
の
か
ら
脱
ぷ
ぷ
ぎ
了
、

牡
イ
｛
…
…
…
f
．
・
・
引
ト
た
も
白
い

目
ミ
書
し
作
り
づ
ニ
≒

　

（
問
じ
て
‘
ア
こ
と
。
。
已
り
一

　

藍
ご
の
一
I
～
言
’
ヽ
か
ら
勺
野

　

‘
・
’
i
’
。
”
″
I
；
叶
ま
i
、
｀
ン
ノ

　

・
f
び
だ
ド
ベ
‥
’
乙
―
／
ｙ
ふ
ぎ

　

ろ

ま ニ
い
I
ふ
り
ま
す
v

’

　

へ
答
）
ノ
し
よ
ん
と
う
口
『

二
二
し
～
に
に
な
ゾ
ベ
ー
ヤ
ツ
ペ

て
▽
言
言
こ
≒
・
ご
じ
’
一
て
い
ま

せ
人
へ
才
六
‥
イ
ン
ド
゛
い
‥
一
・
’
一
’
、
｛
‘
。

’
≒
｝
口
り
だ
す
≒

　

じ
、
・
べ
ぷ
y
し

　
　
　
　

’
‘
゛
一
、
・
4
1
4
一
i
一
『

　
　
　

’
七
了
二
‘
～
／
”
’
ま

　

給
与
写
一
八
し
こ
り
三
‥
。

　

営
T
、
そ
の
他

　
　
　

S
a
a
1
4
4
・
L
l
．
－
i
ま
。
J
I
ま
I

　
　
　

一
二
三
I
五
7
。
に

　

計
∵
八
四
、
三
六
七
～
～

こ
れ
を
人
野
づ
の
人
口
（
四

七
、
ノ
ノ
い
人
）
で
倒
る
と

一
人
七
り
三
九
、
二
七
～
円

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
次
号
）

便
利
な
金
融

気
軽
に
御
相
談
下
さ
い

　

わ
、
野
涌
ト
七
万
で
‥
ド
レ
ペ

互
助
余
が
出
来
て
、
心
万
ふ
ロ

心
た
お
川
り
の
～
こ
慨
・
ゾ
ｙ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

貸
～
士
郎
に
ン
‐
三
～
万

円
、
八
り
‐
の
晦
肘
開
聞
こ

な
つ
て
し
’
ま
す
。
詳
し
ト
’

と
‘
遠
よ
∵
‥
こ
い
・
パ
ベ
ー
す

計
最
器
の
定
期
検
査

　

｛
↓
j
’
｝
．
に
’
．
”
H
、
．
″
．
‥
．

ま
‥
’

　
　
　

・

1
1
7
1
1
1
j
一
一
f
″
″
－
－
｀
≒
゛
a
i
d

　
　
　

・
y
y
‐
で
≒

ま
f
…
…
‥
｛
’
・
‘
’
ご

　
　
　

e
a
”
i
゛

　
　
　

～
～

．
”

｝

に
、
；
i
・
／
‐
゛
．
．

　

．
J
”
．
・
ま
．
．
’
≒
’
J
‘
・

・
！
｀
’
‘
ｙ
‥
．
・
パ

　

”
・
・
j
ま
’
に
I
≒

‘
ま

ま
｀

て

　

j
f
i
″
f

バ
ー
．
」
・
j

’
フ
’
．
ま

ま
I
．
．
、
］
．
．
．
ま
し
一
・
．

　

一
’
一
－
一
ま
I

e
｀
‐
加

　
　
　

9
－
4
゛
・
ｓ
各

　
　
　

一

｀
ぶ
・
j
’
L
・

匹

－

’．
－
－

・
J
－
■
ご
ヽ
．
．
ま
≒
：
に
ま
ま

　

‐
一
r
4
1
一
r
糾
゛
I
ト
。
f
゛

　

一
χ
・
↓
’
゛
J
ま
’
y
’
1

。
↓
ま
．
．
ノ
f
l
k
i
I
‐

．
’
e
．
．

／
゛

～
I
～

・

種
モ
ミ
の
申
込
は
早
目
に

　

内
盤
痢
て
ぱ
ゾ
リ
シ
r
、
ら
一
一

囁
の
曜
七
万
を
配
句
し
ま
す

か
ら
、
祐
望
‐
に
呉
£
i
i
－
’
■
’
。
ま

た
ぱ
ぐ
の
舅
陽
へ
八
月
汁
だ

日
ま
で
に
副
込
ん
て
／
、
ま
た
・
ご

ト
。

風
見
鶏

　
　

ま
1
1
″
ま
’
！
I
i
S
｀
I
’
り
ま
。
’
。
・
。

　
　

―
一
～
・
‥
‘
”
し
’
‥
。
－
。
に
‘
。
‐
シ
ま
ツ
り
バ

‐
。
・
‘
こ
’
―
。
・
i
、
、
こ
ノ
ー

　

‘
！
し
ふ
～
り
I
！
う
・
f
゛
。
≒
、
‐
ま
i
’
！
‐

　

・
』
j
－
。
・
j
し
I
一
’
7
・
ニ
ー
・
↑
”

″
’
i
ト
ｙ
こ
’
I
L
’
j
‐
I
I
し
ｔ
″
″
d
。
j
j
－

ｙ
’
ふ
っ
て
5
ら
、
り
I
づ
‥
も

小
イ
ー

／
い
｛
い
≒
り
て
か
々
い

と
こ
。
ト
り
‥
に
し
1
7
’
・
E
↓
。

　
　
　

I
I
C
I
‐
’
w
｀
‘
C

ニ
に
な
ト
謡
‐
万
～
・
’
猷
。
▼

f
一
い

1 1
大
の
I
小
り
に
に
、
そ

う
ま
～
丿
九
ベ
ー
ダ
‥
ム
ッ
ブ
い
・
ｙ

ま

乙
ま
’
y
．
い
さ
さ
か
ど
、
匹

ま 諸
将

い
’
。
。
。
が
ゲ
ト
の
て
に
な
い
か

　
　

‥
。
…
ま
I
L
″
ま
。
”
～
ま
卜
｀
『
ま
、
▼

。
。
’
。
ド
’
。
ヤ
ー
C
c
‥
。
’
ｙ
’
し
一
1
ノ

～
ん
∵
I
川

｀

の
ゾ
ｙ
と
け
に

？
ド
。
、
r
ま
リ
ー
‐
7
ベ
ノ
』
4
こ

φ
。
’
。
」
I
’
ヽ
‘
も
リ
・
‐
。
’
一
‥
ト
・

き
わ
I

　

い
て
訪
く
た
る
。
ト
ま
な
的
に

き
れ
ト
に
な
ン
．
j
だ
の
は

｀
≒
一
｝
ゝ
：
I
ま
。
↑
・
・
彝
‘
i
一
｝
―
’
・
I
紀
‐
ぺ
こ
と

I
力
d
‐

に
に
ヒ
バ
・
ま
①
‥
に
の
≒
え
る
7

り
；
～
で
ニ
ー
ま
I
ト
ー
ハ
ン

・
’
・
、
’
と
に
ｙ
1
≒
に
二
‐
り
、
こ

　

ま
’
／
・
ま
。
つ
f
l
；
｀
―
‐
口
I
J
／
″

。
r
／
一
ｙ
『
″
I
I
j

旧
r
い
ヽ
つ
‐
“
J
1
力
l
び

レ
ノ
い
・
匈
た
・
リ
に
に
へ
き
え
き

し
て
と
・
・
こ
ニ
～
’
へ
「
、
い
」
け
が

こ
、
。
▼
こ
り
ニ
ふ
一
一
よ
、
t
ノ

　

ー
ー
ー
t
。
1
1
’
―
i
ぷ

⊃
ご
‘
目
に
～
・
ロ
ビ
イ
バ
ふ
え

’
j
゛
こ
I
r
－
－
＞
・
。
I
■
：
：
－
r
］

‘
／
″
－
ぐ
I
I
d
t
’
i
’
り
／
・
・
／
’
―
I
／
a
’

ヅ
・
’
。
、
’
パ
い
≒
゛
。
；
パ
ブ
。
に
’
ニ
ー
’
こ
｀

　

～
。
。
・
て
゛
’
・
・
｀
1
1
゛
‘
¨
k
ノ
″
。

　
　

ま
゛
゛
・
″
／
U
ま
”
4
1
I
I
ｓ
｀
″

　
　
　
　

S
自
―
I
I
ハ
ブ
。

j
～
ヴ
ー
八
・
ダ

▼

・
ノ

J
t
・
プ
゛
パ
゛
‘
ま
い
。
｛

　

’
こ
・
‐
’
ま
’
‘
・
。
‘
。
こ
ｙ

　

。
ν
―
ま
r
d
―
r
が
一

｀
″
j
・
y
‐
″
一
。
″
゛
’
゛
．
W

　
　

一
｀

乙
ミ
、
▼
犬
上
、
サ

　
　
　

ー
ー
a
l
″

　

一
一
一
I
I
ま

J
‘
ま
1
－
r
一
9
9
1
‘
’
・
ま

　

タ
｀
一
C
。
g
F
v
″
j
’
￥
｀

。
・
バ
。
」
■
＼
’
J
＊
■
。
・
T
’
。
ま
・
～
‥
‥
ｙ
・
ア

ー
ー
ー
ー
ー
〆
！
i
j
r
1
I
．
ヽ
I
争
ノ
ズ

‘
じ
’
ｙ
’
い
1
4
’
・
こ
I
ご
I
’
ま

’
‥
‘
j
．
’
に
斤
”
ま
。
．
f
．
ノ
？
’
″
’

・
。
一
″
ま
・
ｙ
‘
’
≒
一
”
k
．
’
゛
I
ド
／
・
。
ノ
’
″

一
’
ヽ
・
、
‥
し
ま
。
。
。
’
。
ｙ
．

ノ
ー
：
ふ
ノ
…
…
＾
’

。

＾
・

■

i
．
・
八

・

て

　
　

’
ヽ
。
″
ノ
‘
・
”
‘
‐
″
’
・
・
r
’

j
く
I
ぐ
”

r

”
¨
と
・
’

こ
な
ト
、
▼
い
ソ
T
T
・
‐
j
。
’

■
・
＾
プ
こ
言
几
じ
へ
二
万
。

ふ
I
ご
／
し
y
7
て
ん
べ
ゝ
リ
タ
ノ
‘

ヤ
y
い
し
・
こ
こ
に
、
に
し
ヤ

　

″
一
r
I
ｓ
―
″
″

れ
の
に
八
ぐ
白
～
し
J
t
’
゛
↓
‘
い

I
い
。

f
・
づ
で
で
？
‥
ヅ
ー
一
と
0
蝿
む

す
き
て
乱
’
≒
▼
ヤ
バ
レ

に
i
C
く
る
し
ト
と
入
闘
ぱ
F
泌

っ
た
く
づ
ヤ
ペ
幣
こ
し
統

し
t
ヽ
す
、
r
h
’
ト
に
、
と
リ
μ

。
j
、
f
l
l
…
・
’
μ
。
り

に
、
万
万
よ
鮮
こ
る
ひ
、
性
の

サ
ノ
ノ
ふ
に
友
ま
I
る
。

火
事
の
電
話
は
火
事
と
呼
ん
て
と
こ
ろ
、
な
ま
え
、
目
標
を



偉
容
を
誇
る

富
田
農
業
倉
庫
落
成

　

粟
原
、
塚
原
の
開
拓
に
急

ピ
ッ
チ
の
活
躍
を
続
け
る
グ

ル
ト
ー
ザ
ー
、
全
工
事
が
完

成
の
あ
か
っ
き
に
は
寓
田
地

区
の
産
米
高
は
一
躍
三
、
一

五
〇
ト
ン
（
二
I
、
O
O
O

石
）
に
は
ね
上
る
。

　

こ
の
た
め
地
元
富
田
農
協

は
越
美
北
線
富
田
駅
前
に
介

庫
建
設
を
計
画
、
こ
の
介
庫

は
三
四
六
・
五
平
方
米
、
奥

行
一
一
米
、
間
口
三
一
●
五

米
、
収
容
能
力
米
六
六
八
‥
）
ト

ン
（
一
一
、
〇
U
O
俵
）
本

年
三
月
着
工
、
八
月
一
‐
晴

れ
の
落
成
式
を
行
う
。

　

（
写
真
は
出
来
上
っ
た
富
田

農
業
倉
庫
）

林
道
、
小
矢
戸
線

千
五
百
メ
ー
ト
ル
完
成

　

小
矢
戸
、
大
矢
戸
、
庄
林

太
田
各
部
落
の
要
望
に
よ
っ

て
、
市
で
は
、
昭
和
三
十
三

年
度
よ
り
継
続
事
業
と
し
て

総
延
長
千
七
百
メ
ー
ト
ル
、

幅
三
●
五
メ
ー
ト
ル
の
林
道

工
事
に
着
手
し
、
初
年
度
に

九
’
日
メ
ー
ト
ル
、
三
十
四
年

度
に
入
っ
て
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
が
七
月
末
に
完
成
、
残
り

の
三
百
メ
ー
ト
ル
は
明
年
度

早
々
に
着
工
し
て
早
期
完
成

を
期
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
林
道
の
全
工
事
完
成

と
と
も
に
、
こ
れ
等
の
地
区

の
共
有
林
約
三
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
三
〇
町
）
に
杉
、
松
、
桧

を
植
え
、
水
源
の
か
ん
養
と

部
落
財
産
の
造
成
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
・
・
＝
今
年
中
に
約
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
植
林
を
終
え
る
予
定

で
、
林
道
の
開
設
は
削
に
現

有
林
の
生
産
物
の
搬
出
に
と

ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
広
大
な

目
的
と
、
高
度
の
利
用
を
併

せ
た
総
合
的
な
計
画
が
、
自

か
ら
の
手
に
ょ
っ
て
考
え
出

さ
れ
る
よ
5
に
な
っ
た
こ
と

は
、
大
き
な
進
歩
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

国
保
の
う
ご
き

保
険
税
の
算
定
に
つ
い
て

健
一
今
年
の
保
険
税
は
ど

　

の
よ
う
に
し
て
算
定
さ
れ

　

る
の
で
す
か
。

保
健
課
保
険
税
算
定
の
怯

準
、
方
法
に
つ
い
て
は
前
年

と
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
従
来
大
野
地
域
と
七

地
域
に
分
れ
て
い
た
も
の
が

今
年
か
ら
令
巾
一
地
域
に
な

り
ま
し
た
。

　

税
の
算
定
に
つ
し
て
簡
甲

に
申
し
ま
す
と
。
皆
さ
ん
が

医
者
に
か
が
ら
れ
た
場
台
、

半
額
は
窓
」
で
お
払
レ
に
な

り
ま
す
の
で
。
残
り
の
に
頷

を
爾
（
り
一
険
行
）
が
そ
の
臥

者
に
お
払
い
し
ま
す
が
聯

か
ら
‥
ス
払
う
分
を
保
険
悦
と

閲
の
負
拍
公
で
哨
う
わ
け
で

す
。

　

つ
ま
り
西
原
費
は
被
保
険

者
が
五
、
保
険
税
が
三
、
国

庫
負
批
今
が
乙
の
割
｛
昌
負

担
さ
れ
る
の
で
す
。

　

今
年
じ
の
背
さ
ん
に
納
め

て
ト
た
だ
／
ヽ
似
険
税
の
総
額

は
こ
、
一
イ
ミ
。
幻
円
で
す
。

｛
一
れ
で
曲
述
し
ま
し
た
診
療

費
の
支
払
い
ヽ
と
保
健
事
業
を

行
い
ま
す
。

　

そ
の
賦
課
割
合
は
所
外
割

に
悦
杷
。
卯
り
‐
分
の
三
十
、

資
ぶ
割
い
口
分
の
二
十
、
被
に
ｙ
一

険
軒
均
当
割
ま
山
分
の
三
十
、

世
当
別
平
等
刈
｛
‥
‥
分
の
I
十

と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

所
件
割
額
は
皆
さ
ん
方
の

前
年
の
総
所
得
金
額
か
ら
法

礎
控
除
と
勤
労
軒
控
除
を
差

引
レ
た
顧
を
課
税
の
口
々
に

し
ま
ｔ
。

　

即
ち
二
べ
三
つ
O
千
円

の
ま
f
し
分
の
三
十
が
所
得
割
に

課
悦
さ
る
こ
と
に
な
り
、
各

世
帯
の
課
税
り
や
順
に
税
率

を
畷
じ
て
算
定
さ
れ
る
の
で

す
。

　

資
産
割
に
つ
い
て
は
昨
乍

の
回
嵌
で
申
托
げ
た
と
お
り

固
定
資
産
悦
額
の
う
ち
被
保

険
者
の
資
産
で
あ
る
土
‐
－
心
家

屋
に
か
か
れ
る
節
分
の
細
を

課
税
口
S
－
と
し
て
、
・
一
れ
に

税
率
を
乗
じ
て
算
一
心
ト
た
し

ま
す
、

や
す
子
で
は
第
二
圖
の
納

　

期
ま
で
に
一
年
間
の
税
額

　

が
は
っ
き
り
泌
る
の
で
す

　

か
。

保
健
課
そ
う
で
す
。
第

期
分
は
暫
定
賦
課
で
し
て
、

第
一
禎
は
今
月
末
‐
ま
で
に

納
付
し
て
い
た
た
く
・
一
と
こ

な
っ
て
お
り
ま
I
の
で
、
そ

れ
ま
て
回
プ
以
課
し
ま
し

て
算
ご
の
ぷ
ぶ
ク
6
お
牝
・
ら
せ

致
し
4
ｔ
’
j
o

　

納
悦
岨
介
の
予
納
頷
七
若

ト
変
る
と
思
い
ま
す
か
ら
御

承
知
ド
さ
ト
。

言
：
；
今
年
も
ま
た
保
険
悦
は

糾
問
ぷ
内
に
完
納
し
て
ト
た

た
き
ま
す
よ
う
ぉ
願
い
し
ま

す
。

（
カ
ッ
ト
は
人
野
盤
ぷ
の
～
楠
田
に
て
）

　

1二二？｀’゛’ニ4まで”．／

1’・’9

節
子
巾
の
農
場
で
は
ど
ん

　

な
こ
と
を
計
洲
し
て
仕
事

　

を
し
て
レ
る
の
で
す
か
。

稔
そ
う
で
す
ね
、
ま
ず
稲

や
農
作
物
の
品
柿
を
試
験
綬

I
し
て
最
も
利
野
に
適
し

た
恰
収
晩
ま
俊
良
品
鮪
か
’
決
め

て
。
盤
家
の
み
々
に
奨
励
し

よ
つ
と
す
る
の
で
す
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
毛

作
を
二
n
作
截
培
に
移
行
す

る
よ
う
試
験
栽
球
し
た
り
、

μ
作
物
の
滴
品
哺
を
決
め
た

り
、
家
畜
の
飼
り
作
物
に
関

す
る
I
地
適
作
の
研
究
、
試

作
否
に
よ
り
家
畜
を
増
殖
、

農
家
収
人
の
増
加
を
は
か
り

併
せ
て
農
家
の
衣
食
生
活
改

笏
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
家
経
営
が
豊
か
に
な
れ

ば
、
自
八
田
…
削
を
収
り
巻
く

商
丿
業
も
発
展
し
て
行
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

多
角
豊
業
経
営
の
先
進
地

で
あ
る
愛
知
県
や
北
海
道
の

よ
う
に
。
将
来
は
犬
野
巾
も

農
業
生
産
物
の
加
工
工
場
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
頑

張
り
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
こ
の
欄
で
あ

な
た
と
お
お
い
に
語
り
ま
し

ょ
う
。
ト
く
ら
話
し
て
も
話

し
切
れ
な
い
ほ
ど
、
楽
し
い

希
望
と
抱
負
が
お
い
て
く
る

で
し
ょ
う
（
以
下
次
号
）

農
家
台
帳
の
作
成
始
る

百
年
の
大
計
は
あ
な
た
の
手
で

　

戦
後
の
農
地
改
革
と
食
糧

不
足
に
対
応
す
る
増
産
、
供

出
対
策
を
二
木
の
柱
と
し
て

す
す
め
ら
れ
て
き
た
農
政
が

戦
後
十
年
を
へ
て
食
糧
事
悄

の
好
転
と
、
ま
た
旧
民
経
済

の
再
建
に
と
も
な
っ
て
農
業

所
得
の
国
民
所
得
の
な
か
に

占
め
る
割
合
が
だ
ん
だ
ん
低

下
す
る
と
い
う
新
た
な
情
勢

に
直
而
し
て
一
大
転
換
に
迪

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
農
政
の
指
ま
回
と
し

て
「
新
農
山
漁
村
建
設
計
画

」
と
い
5
新
し
い
村
づ
く
り

運
動
に
一
収
を
踏
み
川
す
こ

と
と
な
っ
だ
の
で
、
こ
の
計

画
を
お
し
す
す
め
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
現
在
の

農
業
経
営
を
分
析
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
そ
の
怯
礎
資
料
（

農
家
台
帖
）
を
得
る
た
め
、

川
で
は
昭
和
一
三
十
四
年
度
と

Ξ
ト
五
年
度
の
二
年
に
ま
わ
た

り
、
八
H
1
1
‥
‥
現
在
で
全
農

家
を
対
象
と
し
て
調
心
を
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

巾
盤
茎
委
ほ
会
で
は
、
こ

の
た
め
1
四
〇
6
の
方
を
調

だ
員
に
委
嘱
し
て
各
地
区
別

に
打
含
公
を
好
い
、
八
‐
‥
J
中

に
は
凋
七
に
か
完
ド
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ト
さ
い
傲
の
な
か
で
自
分

だ
け
の
こ
と
を
ろ
え
て
い
る

時
代
は
過
き
六
つ
て
、
扁
い

川
か
ら
ぐ
き
な
目
で
み
た
擬

家
経
営
に
ぐ
防
え
て
I
け
か
な

け
れ
ば
、
か
忖
継
済
の
向
上

は
な
り
立
た
な
い
時
期
が
既

に
き
て
お
り
ま
す
。
農
家
経

営
百
年
の
大
計
を
立
て
る
た

め
進
ん
で
こ
の
調
査
に
協
力

し
て
、
よ
り
よ
い
新
し
い
村

作
り
に
前
進
し
ま
し
よ
う
。

調
査
の
あ
ら
ま
し

①
だ
れ
を
対
象
と
す
る
か

　

都
府
県
で
は
I
〇
ア
ー
ル

　

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

　

い
る
世
帯

②
ど
ん
な
方
法
で
い
っ
作
成

　

す
る
か

　

昭
和
三
十
四
年
八
月
一
日

　

現
在
で
行
う
。

　

市
農
業
委
員
会
で
委
嘱
し

　

た
調
査
員
が
戸
別
訪
問
し

　

て
行
う
。

③
ど
ん
な
項
目
を
調
渥
す
る

　

か

イ
農
家
分
類
に
関
す
る
も

　

の
口
世
帯
お
よ
び
収
用
に
関

　

す
る
も
の

ハ
土
地
に
関
す
る
も
の

こ
皿
要
な
固
定
資
産
に
関

　

す
る
も
の

ホ
家
畜
に
関
す
る
も
の

へ
肥
料
、
飼
料
お
よ
び
農

　

菜
に
関
す
る
も
の

ト
耕
種
、
養
蚕
お
よ
び
養

　

畜
の
作
付
、
飼
養
お
よ

　

び
生
産
に
関
す
る
も
の

流
水
客
土
で
効
果
あ
が
る

水稲の秋落防止
老
朽
化
水
田
の
秋
落
防

止
の
た
め
に
、
上
庄
、

下
庄
、
富
田
地
区
、
二

二
七
〇
へ
タ
タ
ー
ル
を

近
く
県
営
事
業
と
し
て

お
で
い
か
ん
が
い
（
流

水
客
土
）
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

1
1
の
試
験
地
と
し
て
今
年

平
沢
、
御
給
の
両
部
落
で
十

数
力
所
の
お
で
い
か
ん
が
い

を
お
こ
な
い
、
生
育
調
杏
と

二
二
七
ヵ
所
で
減
水
湖
調
炎

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
別
表
の
よ
う
な
生

育
調
査
の
結
果
が
ま
わ
か
り
ま

し
た
。
（
平
沢
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
客
土
区
が

無
客
土
に
比
較
し
て
某
数
や

草
丈
が
す
ぐ
れ
、
現
在
の
生

育
状
況
で
は
、
無
処
理
区
に

比
べ
十

ア
ー
ル

当
り
八

？
十
％

の
ド
‥
収

が
予
測

さ
れ
ま

す
。

　

〔
生
育

概
要
〕

初
期
生

育
順
調

で
客
土

区
が
い
ず
れ
も
良
好
で
あ
る

第
一
回
調
査
結
緊
は
客
土
区

が
無
客
土
区
に
比
べ
草
丈
約

ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
高
く
某

数
が
約
七
本
多
く
、
客
土
の

効
果
が
著
し
い
。

　

葉
色
は
濃
く
そ
の
後
の
生

育
盛
ん
で
、
第
二
回
調
だ
の

時
は
、
某
数
四
十
本
に
な
っ

た
。
尚
処
理
開
聞
の
差
は
縮

ま
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
客
土

区
が
胞
育
優
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
葉
色
は
変
り
、
六

月
下
旬
に
は
三
十
立
方
メ
ー

ト
ル
区
が
黄
化
し
た
。

平沢試験地（第二試験）

試験区分
区 6月10日 6月25H
番号

　 　 J i ま a 草 丈

C
　　・・一一・一一謳数本　ま・・－草丈c　一一・－參数本

ろOm3 1 ろ7・1 2ろ・0 52・1 41・6
25m3 2 ろ7・0 2ろ・4 50・ろ40・2
20m3 ろ ろ6・5 22・7 50・9 41●0
I5m3 4 ろ8・0 20・4 5ろ・ろ41・Z
無客土 5 ろ5・0 14・9 50・7 ろ8・ア

総
合
得
点
大
野
が
一
位

七
月
十
九
日
、
絶
好
の
ス

ポ
ー
ツ
日
和
に
忠
ま
れ
で
、

各
地
区
か
ら
巡
ば
れ
た
う
‐

名
の
選
手
が
、
呉
柿
日
に
ち

い
て
熱
戦
か
に
肢
問
、
’
i
‐
後
五

時
に
敞
余
ｔ
ま
し
た
。

　

λ
‥
哺
目
の
ヅ
バ
リ
ペ
の
涌
り

　

陸
上
競
技
の
総
合
得
点

一
位
大
野
（
一
∵
へ
）
ニ
仁

下
良
二

I
五
）
三

位
小
山
（
七
四
）
四
位
富
田

　

（
六
三
）
五
位
上
圧
（
五
一

）
六
位
五
箇
（
三
三
）
七
位

乾
倒
（
三
二
）
八
位
阪
谷
（

一
ご
I
）
（
写
真
L
、
走
高
跳

中
井
吋
一
・
六
五
米
下
砲

丸
投
咄
川
さ
ん
八
・
五
八
米
）

陸
ま
仁

競
技

柔
道

日
I
’
i
i
’

－
K
卜
r

卓
球

　
　
　
‐
―
―
－

印
目
別

将
球

青
年
団

婦
人
会

一
般

昿
↑
r
r
乃
　

‐
’
・
ー
，
’
J
L

七
け
年
1

‘
l
l

ド
―
U
l
ま
H
り
‐
ー
！
j
j
L

青
年
団

婦
人
会

1
1
ー
ー
ー
４
1
目
付
Ｚ
‥χ

1
1
j
l
／

－
ｔ

土
庄

大
野

大
野

五
両

大
野

ド
庄

　
．
ｖ
χ
こ
ま
j
l

ま
t
a
＊
．

一
位

下
圧

富
田

－
ド
ド
　

一
ー
ノ

　
卜
Ｄ

一
フ
ー

土
庄

乾
㈲

乾
飼

ま
に
に
ド
　
　
　
ー
£

入
一
位

大
野

大
野

χ
－
j
l
タ
L

土
庄

大
野

に
へ
□
‘
　
　
’
1

　
χ
！
‐
l
j
－

／
ー

争
’
ー
ー
ー

－
i
l
l
＆

j
ー
ー
ー
l
i 三

位

敦筧z愚

Pi（aXi＊ii－l＊afT＊rr≪≪Th・，

与
尽
秘
教

二
‐
に
・
後
二
時
、
人
野
公
民

　

朗
大
卦
市
4
族
べ
会

三
‐
影
後
一
時
．
自
校

　

社
会
教
訂
法
宛
行
十
周
年

　

記
念
式

四
日
午
前
八
時
、
ま
ｙ
、
高
校
庭

　

七
野
心
農
協
役
職
員
ソ
フ

　

ト
ボ
ー
ル
六
会

六
‥
‥
‥
人
野
公
9
館
体
育

　

振
刄
委
員
研
修
会

九
日
仔
終
中
学
校
陥
…
…
…

　

杯
争
奪
野
球
大
会

二
十
二
～
二
十
三
日
大
野

　

公
民
館
、
七
け
年
団
指
導
者

　

講
習
会

二
十
二
～
二
十
四
‐
県
民

　

体
育
大
会

プ
に
八
‐
‥
陸
会
敦
育
委
員

　

会
巾
句
・
い
、
野
心
一
尺
匍
十
六

　

ミ
ロ
映
写
磯
燥
作
技
術
講

　

習
会

七
‐
？
二
十
‐
暖
護
者
放

　

済
資
池
か
ん
ば
の
演
芸
会

　

み
卜
、
‐
p
戸
校

　

J
‐
／
I
s
f
’
〔
公
民
館
〕

△
1
庄

十
五
日
午
後
七
時
1
申
．
小

　

I
咬
で
盆
踊
り
大
会

二
十
六
日
総
合
体
育
大
会

七
り
二
十
五
日
～
八
月
二
十

　

四
日
和
洋
裁
特
別
講
座

∴
小
山

十
七
日
小
山
小
中
学
校

　

青
年
団
相
撲
大
会
、
民
謡

　

大
会

三
十
日
小
山
地
区
連
合
体

　

育
大
会

〈
」
寫
田

五
‐
蕨
生
校
下
の
敬
老
会

七
日
公
民
館
長
杯
、
青
年

　

州
野
球
大
会
、
夜
映
画
会

十
五
日
青
年
川
、
バ
レ
ー

　

大
会
、
盆
踊
り
大
会

△
五
箇

十
五
日
下
打
波
道
場
、
教

　

育
映
画
会

十
六
日
上
打
波
小
学
校
、

　

教
育
映
画
会

二
十
日
婦
人
会
バ
レ
ー
大

　

会
△
下
庄

二
～
三
日
白
山
登
山

十
七
日
頃
下
田
小
学
校
、

　

社
会
教
育
研
究
大
会

△
大
野

七
月
二
十
七
日
～
八
月

　

日
保
健
所
で
老
人
の
健

　

康
診
断
（
血
圧
、
小
便
、

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

一
日
午
後
七
時
、
公
民
館
、

　

納
凍
う
ち
ま
わ
座
談
会

五
～
七
日
午
前
六
時
、
午
後

　

七
時
、
瑞
祥
寺
で
永
平
寺

　

後
堂
修
証
義
講
話

八
～
九
日
午
後
七
時
、
公
民

　

館
で
歎
異
抄
講
話
、
藤
原

　

師

十
二
日
午
後
七
時
、
酉
校
で

　

演
劇
会
（
早
稲
田
大
学
自

　

由
舞
台
）

・
窓
口
よ
り
・
特
別
ご
み

　

の
捨
場
に
つ
い
て

中
保
の
川
原
の
ご
み
捨
場
に

捨
て
る
場
合
の
注
意

1
捨
場
の
道
の
附
近
に
す
て

　

な
い
こ
と

2
奥
ま
で
車
を
入
れ
て
す
て

　

る
こ
と

小
山
公
民
館
ま
つ
り

　

毎
年
お
こ
な
わ
れ
る
小
山

公
民
館
ま
つ
り
は
。
去
る
七

月
十
二
日
地
区
内
の
老
若
男

女
が
一
堂
に
集
り
、
に
ぎ
や

か
な
数
々
の
行
事
に
一
日
を

楽
し
く
過
し
た
。


	19590801_001.pdf
	page1

	19590801_002.pdf
	page1


